




①

④

②

伊江島

沖縄本島

⑤

3km

8.4km

①
②

③

④⑤

③



0

100

200

300

400

500

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

図１ 伊江漁協 水揚量の推移 その他
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伊江漁業協同組合ｵﾝﾗｲﾝｼｮｯﾌﾟ
http://iegyo.shop-pro.jp/







親サンゴ







２ー１ 食害生物の除去（オニヒトデ駆除）
目的：サンゴ食害生物の直接的除去

オニヒトデによる食害状況

オニヒトデ オニヒトデ



２ー１ 食害生物の駆除（オニヒトデ駆除）
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図２ 各年度のオニヒトデ駆除状況

参加人数 駆除数

5年間で147個体駆除

オニヒトデ駆除の様子





処理前 処理後

表面が
ピカピカ
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図３ 各年度の岩盤清掃状況

参加のべ人数 活動回数

5年間でのべ318名が参加





移植用サンゴ
採取場所







触れて
学ぶ



サンゴをより

身近に



食害防止対策







H28.29年度の移植箇所
（1ヵ所につきモニタリング５地点）

L-1：100m

L-2：50m

L-3：50m

L-4：20m

L-5：40m

H30.R1.2年度の移植箇所
（1ヵ所につきモニタリング５地点）
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図４ 各活動区域内サンゴの被度

Ｌ-1 Ｌ-2 Ｌ-3 Ｌ-4 Ｌ-5

台風影響大？

白化現象



平成28年7月 平成29年7月 平成30年7月

令和元年7月 令和2年7月 令和3年9月

被度 39.0% 40.5% 54.0%

63.5% 74.0%

サンゴが回復

67.5%



平成28年7月 平成29年7月 平成30年7月

令和元年7月 令和2年7月 令和3年9月

被度 18.8% 18.8% 31.3%

43.8% 55.0%

サンゴが回復

67.5%



Mo.1（水深0.6m）

Mo.2（水深1.8ｍ）

Mo.2（水深1.8ｍ）

Mo.3（水深2.3ｍ）

Mo.3（水深2.3ｍ）

Mo.2（水深1.8ｍ）

Mo.5（水深3.2ｍ）

Mo.4（水深3.2ｍ）



Mo.３
水深 ： 2.3ｍ 移植数 ： 11片 移植残数 ： 7片

地盤高： 1.2m サイズ ： 4～9cm 下記〇については、6群体
が融合している場所 ： 小さな岩盤の天端 食害防除： 無

平成30年1月 平成30年7月 平成31年1月 令和元年7月

平成28年7月植付 平成28年9月 白化 平成29年1月 平成29年7月

令和2年1月 令和2年7月 令和3年1月 令和3年9月



平成28年7月
（移植時）

平成28年9月
白化現象確認

平成29年1月

移植数：11片 生残数：11片（うち1片は一部死亡） 先端部のみ生存
(その後大きく成長)

復活



Mo.5
水深 ： 8.0ｍ 移植数 ： 9片 移植残数 ： 3片

地盤高： 11.1m サイズ ： 3.5～5cm 食害防除を行ったサンゴが残り、令和
3年7月からはネットを破って成長して
いる。

場所 ： 岩盤の斜面 食害防除： 一部あり

平成30年7月 平成31年1月 令和元年7月 令和2年1月

令和2年7月 令和3年1月 令和3年9月 令和4年1月



Mo.2
水深 ： 5.7ｍ 移植数 ： 10片 移植残数 ： 1片

地盤高： 10.8m サイズ ： 3.5～5cm 左上に植付したサンゴ1片が残り、令
和4年1月には、天然のサンゴと融合し
ている。

場所 ： 岩盤の斜面 食害防除： なし

令和3年1月 令和3年7月 令和4年1月

台風の影響により
無くなっている

天然のサンゴ

復活してきた

天然ｻﾝｺﾞと融合

令和元年7月 令和元年10月 令和2年1月 令和2年7月



Mo.1
水深 ： 1.6ｍ 移植数 ： 10片 移植残数 ： 1片

（令和3年1月時点）

地盤高： 14.6m サイズ ： 3.5～9cm 移殖ﾌﾞﾛｯｸへ固定方法をｲﾝｼｭﾛｯｸ
（結束バンド）→針金に変更場所 ： 岩盤の斜面 食害防除： 一部あり

令和2年7月 令和3年1月 令和4年7月

令和4年にリベンジ移植

移植用ブロックへの固定は、小学生への学習活動の一環

 今後、ブロックの形状、接着の方法を要検討。

 今後も、島の南側海域（Ｌ-5）での移植を継続し、被度向上につなげたい。

生残サンゴ





きれいな

海岸に！
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図５ 海岸清掃による廃棄物の回収状況

回収重量

参加人数

5年間で17.1トン回収



海人自ら
ゴミ掃除
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図7 海底清掃による廃棄物の回収状況

回収重量

参加人数

5年間で26.5トン回収



＜平成22年＞ ＜平成24年＞ ＜平成25年＞

＜平成27年＞ ＜平成28年＞ 白化

＜平成30年＞ ＜令和4年＞＜令和2年＞

第37回全国豊かな海づくり大会

大会会長賞 受賞！





活動効果確認！

継続は力を体現！

新たな挑戦！



サンゴの衰退
魚介類の減少

多様な主体側のメリット

伊江島海の会と学校・企業等との連携

多様な主体との連携で期待される効果
①問題意識の共有
②活動組織の体制強化
③発揮活動の活性化、多様化、効率化
④地域に広がる理解と活動への参加
⑤漁村・地域への貢献

技術の還元、企業の責任
（CSR,ESG,SDGs）

アクティブラーニング
STEAM教育

高水温による白化

サンゴの衰退要因 オニヒトデによる食害
台風による消失

健全な藻場の回復

健全なサンゴ礁
の
回復

藻場の衰退要因特定（Ｒ３～）
① 砂の移動 (環境変化？)
② 食害？
③ 種苗不足？

種苗放流

伊江島海の会

サンゴ移植

資源回復
漁獲増

玉川学園

観光漁業

地域活性
化

修学旅行
（民泊）



玉川学園：運搬したサンゴを飼育・研究する様子



玉川学園：運搬したサンゴを飼育・研究する様子



玉川学園の子供たちが飼育したサンゴを移植する様子

東京から伊江島に到着♪♬♪ 植付け場所岩盤清掃（刷新）



＜現在＞

藻場（リュウキュウスガモ）2009.10

藻場消滅：2018年頃～

藻場が消滅



目指せ！
藻場再生



サンゴ・藻場保全活動計画：学校・企業等との連携

Ｒ３

踏査・適地選定

Ｒ６ Ｒ７Ｒ４ Ｒ５

伊江島は衰退するサンゴの回復を図るため平成28年から地元小学生とサンゴの移植を開始
一定の成果が得られた！

今後は更に確実なサンゴの移植とサンゴ礁域で重要な役割を担う海草の再生・回復を目指す！
活動組織の体制強化と活動の活性化を図るため玉川学園（東京都町田市）と国際航業（株）と連
携して保全活動に取組む！

玉
川
学
園

飼育観察

輸送

輸送

移植 移植

輸送

オンライン
で研究発表

Ｒ８

輸送

移植

モニタリング

分布図・モニタリング

移植

サンゴ断片・海草種苗の移植

国
際

航
業



ご静聴ありがとうございました！


